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1. はじめに
地理教育における野外学習の意義
―地理的意識育成の観点から―
美誉志 洋子＊
地理敦育の目的は地域や地域に見られる様々な事象を学習の対象とし、これらに対する理解を
深めたり、見方や考え方を身につける点にある。このような目的に対し、野外学習は極めて有効
な方法であることは多くの先行研究の指摘するところである。しかし実際についてみると野外学
習の実施には制約が多いため、学校によってその取り組み方は様々であり、目的・内容・方法に
一貫性が欠けていたり、小・中・高等学校の野外学習の体系化がなされていなかったりする例も
ある I)。日常の学習は知識の記憶偏重に傾きがちで、地理的見方や考え方2)の育成にまで及ばな
いのが実情である。そのことは学習活動の様々な場面にあらわれており、例えば生徒の書いた旅
行のレポート等を見ても、平素の学習による地理的意識 :J)の高まりはあまり見られず、学習の成
果が身についていないことを表わすものが多い。また野外学習の意義 ,l) 5)、野外学習の実践 6)な
どについて研究した事例を見ると、具体的な学習内容と地理的意識の育成との関連でその成果を
究明したものは見当らない。野外学習の意義を明らかにするには、具体的な学習を通してその成
果を明確にする必要がある。生徒の地理的意識の高まりは、地域や事象に対して生徒が興味を持
ち自分との関わりでそれらの持つ意味を理解し、その理解に必要な見方や考え方を身につけるこ
とによって促進されるものと考えられる。本研究はこのような観点から生徒に実際に野外学習を
行わせ、学習前・後で個々の生徒の地理的意識がどう高まったかを分析し、これによって野外学
習の意義について実証しようとするものである。
2. 研究の手順および方法
(1) 研究の手順
研究は次の手順で行った。
① 学習前に生徒を対象に、学習する地域の具体的な事象や景観についての地理的な意識の予
備調査を行った。具体的には地域の景観を観察し、それについての観察文を書かせた。
② 学習したいテーマを決め、テーマごとに班をつくり、それを単位として学習させた。
③ 学習後、①と同じ方法で個々の生徒の地理的意識調査を行った。
④ 地理的意識をいくつかの要素にわけ、さらにそれに低次から高次の段階を設けて、その基
準に照らして生徒が書いた観察文を分析した。
⑤ 分析結果を学習前・後で比較し、地理的意識の変化を捉え、そのことから野外学習の意義
を考察した。
(2) 研究方法
野外学習実施にあたって次の地域を対象にその観察内容について学習指導を行った。
＊若淡学園中学・高等学校
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① 野外学習の実施について
a. 対象地域とその特色
対象地域はつくば研究学園都市最南端に位置し、生徒の所属校とは県道を隔て南に隣接
する赤塚集落7)の一部である。現在 12 2戸のこの村の歴史は古墳時代にまでさかのぼる
ことかでき、集落の形態はつくば市域で最も一般的に見られる塊村で、近世に入ってから
発達をみた新田集落の列状村とは対照的である。筑波稲敷台地上の南端部にあたるため地
下水位は低く、年間の降水量も比較的少ないことから村の南を小野川とその支流か流れて
いるにもかかわらず、昭和 13年の土浦用水完成まで常に干害に悩まされてきた。古くか
ら農業を基本的産業とするこの地域の人々は低地の水田における稲作と台地の畑作及び林
地の利用をくみあわせて、他の洪積台地と共通した生活様式を長い間維持してきたと考え
られるが、そのくみあわせかたや畑の利用はその時々の社会条件を受けて様々に変化して
きた。最近の大都市近郊の農村に共通した傾向としての地価の高騰、都市化にともなう就
業機会増大につれての兼業農家の増加はここでも著しい 8)。つくば研究学園都市の建設は
学園地区に隣接するこの地域ではとりわけ上述の傾向を促進させ、農業後継者問題は深刻
なものとなっている。このことは土地利用にも明瞭に表われ、畑や芝や栗などの粗放的利
用が多く荒れ畑も見られる。さらに村内の伝統的農村景観とは異質の景観がいくつか認め
られる。一つは清掃会社の清掃車・バキュームカーの駐車場であり、もう一つは村はずれ
の新興住宅団地の存在である。どちらもかつて代官職にあった旧家の歴史と深く関わりな
がら研究学園都市の建設にともなって発展してきたものであるが、清掃会社のほうは土浦
市の保健衛生施設の機能を、団地のほうは東京のベットタウンとしての機能をになってい
る。この村を観察し調査することによって、自然条件、社会的条件が密接に関係しあって
赤塚の特色をつくっていることや、この地域の特色の一つは他地域との関わりから生じて
いること、一つの条件が変化することによって地域そのものが変容していく様子を学ぶこ
とができる。
b. 野外学習実施の方法
野外学習では、具体的な事象をとおして学ばせることによって赤塚の特色や地域的変容
などの地理的意味を理解させ、その結果生徒にとって身近な赤塚地区について輿味や関心
を高めることを目的とした。対象者は中学校第 2学年の男女22名であった。学習内容は
全体のテーマを「赤塚はどのような所か」とし、さらに ① 「赤塚の自然と植生」② 「赤
塚の耕地利用」③ 「なぜ赤塚にバキュームカー・清掃車があるのだろう」④ 「赤塚の伝統
的なもの」⑤ 「東宝ランド（新興住宅団地）はなぜできた」というテーマ別の 5班にわか
れて学習した。いずれのテーマについても分布的、関係的、地域的に見たり考えたりする
ことによって地域の特色や変容は捉えられ、地理的意識を高めることができると考えられ
る。最後に各班の発表を行い、話し合いとまとめの時間を設けて地域の全体的な把握およ
び地域の特色と変容がより明確に捉えられるようにした。学習時間は主として夏休みを利
用して 14 ,._,1 7時間で、このうち校外での観察・聞き取り等の調査は 7,._, 1 0時間であ
った。
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② 地理的意識調査の内容・方法
地理的意識の調資は野外学習の前・後に同し条件で臨地調査法！））を用いた。それは観察さ
せ観察したことを作文に書かせるもので、ここては赤塚地区のなかに七つの観察地点を定
め、これらを約 1時間観察させ、地点ことに印象や気付いたこと、赤塚らしいと思ったこ
と等を短い文章て表現させた。生徒はそれぞれそのとき身についている地理的意識に応し
てそこに見られる様々な事象のなかから特定のものを見出し、その意味を考え言葉で表現
する。各地点の主な観察内容と地理的意識の基準（後述③）との関係は次のとおりである。
研究学園都市と赤塚の境界にあたる県道上で、地域的まとまりが明瞭な二地点では〔対比
・地域的まとまり〕、部分的な平地林と広大な芝地の広がる工地点では〔地域の変容〕、
伝統的な農家と様々なタイプの家が密集した新興住宅団地の見える二地点では〔地域的ま
とまり・地域の変容）、防風林がみごとな農家の並ぶ三地点では〔関係〕、多数の清掃車
やバキュームカーと旧家の長屋門の見える主地点では〔地域の特色・変容〕台地と低地の
境界にあたる農道上で、作物のさまざまな種類や水田の間に存在する畑が見える之地点で
は〔比較・因果関係〕、小野川の低地全体か望める台地末端の農道上で、川をはさんで両
側の河岸段丘と低地との土地利用の違いが見える土地点では〔分布状態・相関関係〕を主
要な観察内容とした。
③ 地理的意識の分析規準と観察文の分析
a. 地理的意識の分析規準
観察文をもとに意識を分析するには一定の規準が必要である。地理的意識については様
々な要素があるが、それらは地理的見方や考え方と密接に関係しており、地理的見方や考
え方を高めることによって地理的意識もまた高まるものである。地理的見方や考え方の一
例は学習指導要領の地理的分野の目標にも示されている。地理的意識は生徒の成長や学習
などによって次第に高まり、それが学習への興味や関心へと発展するものと考えられる。
一般に地理的意識は具体的なものから抽象的なものへ、単純なものから複雑なものへと高
まるが、それを地理的事象の把握のしかたによる低次から高次への段階と考えると、地理
的事象を個体として把握する段階、個体を数量的に把握する段階、地理的事象を動的• 発
展的に捉えたり地理的事象を成立させている原因や意味内容を把握したりする関係的把握
の段階、さらに地域的広がりのなかで捉えようとする地域的把握の段階へすすむ IO) 。本
稿では、これらのことをもとに地理的意識の分析韮準を表 lのように設定したい。すな
わち、地理的意識をA,.__.,Fの六つの要素にわけ、さらにA・Bには、事象の捉え方によっ
てそれぞれ段階を設けた。要素A,.._,Fとは、 A:対象空間の区分の仕方、 B:選んだ対象
の組み立て方と意味付け方、 C:興味と関心の方向、 D:地理用語の使用（興味・知識・
概念）、 E:地名の使用（関心・知識・地域的概念）、 F:問題意識の表わ （興味• 関
心）のことである。 A・Bにおける段階とは、 Aの要素については 1個体的、 2線および
面的の 2段階の把握、 Bの要素については 1個体的、 2数量的、 3分布的、 4関係的①、
4関係的②、 5地域的①、 5地域的②の七段階の把握のことで、数字が大きくなるにした
がって意識の段階が高い状態を示している。
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表 l 地理的、;'1J,滋の分祈枯準 …上山 (1972) り~]~(1968) を店に作成
実際の文癌には次のように対応させた
A 対象空間の区分のし方 （（外）赤塚側は畑が多く、開発が進んでいない
1 個体（点） (Iり把握 E 83b Cd 82 84②d 
2 線的.f(Jj的把i村 '--84(:.;)b/ . 
B 選んだ対象の慈味付け方・紐み立て方（地理的意滋の段附）
l lf~(,t; 的（個々に独立した {7-在として） ・木がある
2 数歴的（個数や屈として） ・家が多い
3 分布的（一定の広さをもった届所としての認滋）
a 絶対（立磁（方位など） • 北には山、,.りには川
b 相対位団〈上下、左右など） ・家のとなりに畑がある
c 立地状態 ・山と平野の間に町がひらけている
（］分布状態 ・台地の上に住宅が密集している
e 形状（大きさ・色・形）
f 沿j低
4 関係的把握 事象の関係を井える
① a 対比 （具体的な事象の比較） ．逍のこちら側と反対側では
b 時間的変化（動的、発展的） ・だんだん家が建ちはじめた
② a 相関関係（相互の関係） ・家の形から見ると殷家らしい
b 囚果関係（原囚と結果の関係） ・交通賢が多いのでスモッグが発生する
c 比戟（抽象的な事象、他地桟との比較） ・東京に比べて住宅が点々と…
d 概念（特に抽象的な意味をもたせている） . I開発がすすんでいる
5池域的把握 ・・・文印全体で表現される場合が多いためここでは（列を省く
① a 地域的まとまり（共通性、 ix--性などその場所としてのまとまり）
b 他地域との比較（地域相互の比較、関連） ・赤塚に比ぺ原新田は
② a 地域的特色（地域個有の性質、その地域らしさ）
b 地域の変容（他地域との関りや地萩を構成する事象および事象柑互のl関連に
よって変化する地城の特色）
c 判味と関心の方1i,J(選ばれた対象の内容）
a. 自然にl関する b. 居住の様式・染活の形慇に関する C. 人口に関する
cl . 土地利川に関する C. 生栢活動に 1関する [. 交通に関する ば.j豆様に関する
D 地理川話（判味・知滋・概念のあらわれ）の使月l • 防風林、都宙化
I: 地名（関心・知l滋・地成が）概念のあらわれ）の（如I!
F 問題意識（判昧• 関心・地域的把握・共感的理M)の表われ
b. 観察文の分析について
学習前・後の意識調査で生徒に書かせた観察文と上記の分析基準を資料 lのように対応
させ、この結果を表 2にまとめ、これをもとに図 1,._, 3を作成した。生徒の意識の変化を
捉えるにあたっては、これらの図のほか観察文、感想文、野外学習の発表会に生徒が作成
した資料なども用いた。これら資料作成の対象生徒としては、野外学習のすべての過程を
経験し、なお観察文の記述内容が共通しているもの 6人 (3テーマについて各 2人ずつ）
を抽出した。
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貸料 l 学習 iり・後のアの地点の研察文と分祈の実際 (5子の例）
表2 観察文の言葉や表現に見られる地理的意識
M男にづヽて （対臥空間の区分の仕方）
心謡の｀災妬 A 13 (選んだ対政の立吐づけ方.~I み立て方） C (鈍抹と囚心の方m D I~F 
.¥1話の段閉 I 2 ¥ lW把体糾的 的2数把!i貶l 3分把布虻的 4~ 係的把似 5地域的
abdg,f 討}土隻Q自'g然"'口地IAのに利請I9こ凶因'関ほ"す式；＇すこ 匹，閉るる 紐す 母るる の m ＾ 悶｀I (J) ② ① ② 
尻
訟
ab"'eじ絶相立ll杖対地"位伏位状迂訂迅
ab 対i変、H比化ru 的
bdac 比擬相囚関較念果 ab 地はとoの比域む述的較 •湛地変行域如的翡
; .'，-． '. 
翠".IvJ '・ ＋ ＋ b (2) a d d ＋ a 
ア • ・ー.. . . --. 
. 崎-----------・. -．．．ヽ---. -. -.d b ...(2.) ...... ・・・・・・・・・・・・ . . ~.. . 
孟悛
d 贔＋ 
b C (2) 
b d 
a (2) b a 
＋は苫災や汲現が見られたことを示す．括弧内はその回数を示す
3. 調査の結果と考察 ・
野外学習前・後における各生徒の地理的意識の変化は、図 lに示した。それは全観察文中にあっ
た地理的意識を示す言葉の総数（全円）に対し、意識の要素Bの七つの段階（個体的把握から地
域的把握まで）に対応するものの相対比を、学習前・後で比較したものである。これによって全
員、 H男のいずれの場合についても次の二つのことがいえる。
学習前
38 % 
学習前
H男
全員
111 1彫本的把握
吾数昂的把握
饗分布的把握
関係的把握 ① 対比等
響 ② 因果関係等
詞 地域的把握 ① 地域的まとまり
② 特色、変容
図 1 野外学習前・後の地理的意識の変化
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① 学習後には、地理的意識を示す言葉や表現の総数が増加している。それは生徒が事象を多
面的・多角的・複雑な関係で捉えることかできるようになったためと考えられる。
② 地域的把握のような高度な把握 I2)の仕方を示す言葉や表現の割合が著しく増加している。
それは学習後には抽象的な意味内容が捉えられるようになったことを示すものであり、地理
的意識の段階か高くなった、換言すれば地理的意識が育成されたと考えることかできる。
学習前・後における各生徒の観察地点の見方の変化は、図 2に示した。これは観察地点 7個所
（二～土）について観察得点をつけ、それを学習前・後で比較したものである。それぞれの地点
における観察得点は、地点の記述に見られる地理的意識を表わす言葉を、分析基準の要素Bの七
つの段階に対応させ、それぞれの言葉ごとに段階に応じた点数 (1,._, 7点）を加重していったも
のである。得点は文中の言葉の意識の段階が高いほど、また、数か多くなるほど高くなる。 M男
についてみると、自身で選んだテーマ「赤塚の自然と植生」に関係の深い観察事象（三防風林）
より、テーマに直接関係のない観察事象（之新興住宅地、主清掃車・バキュームカー）に著しい
変化が見られた。これは他の生徒においても同様であった。このことは、自身で選択したテーマ
の学習によって身につけた見方や考え方は、テーマ以外のいろいろな事象を見る際に生かされて
いることを示していると考えられる。
ェ 、
各奴荘地点において観寮可芯な主なことがら 観寮得点
ア：字団地区と只辺関兒地ぶの遅い <M生｀建物笞） 観烈文中の地瑾的旦塁を表わす言互や表現を
イ： J: 地t11m 豆塁の 9が~(分折甚~B の要累）によって七つに
ウ：新閃住宅地 わけ、この言菜のねけに対応した点を加日したもの．
工：訪凪林 地瑾的立えの七つのほ荘とこれに対応する点
オ： il怜Ul・パキ ;Lームカー 四体的把遅 1点
力：這と（乍1り 数量的把遅 2点
キ：低地と台地およびその土地利川の追い 分布的把因 3点
閲伝的把硯①対比:.<; 4点
⑦囚果閲伍;:r, 5点
地以的尼限①地ば的まとまり 6点
Cl1れ色、変吝 7点
111 学習前
講学習淡
図 2 各観察地点の観察得点
野外学習前・後における生徒の興味や関心の変化を図 3に示した。それは、各生徒の観察文全
体に見られる地理的意識を表わす言葉や表現を内容によって a,...,gに分類し、その数を示したも
のである。このことから次の三つのことが明かになった。
全員
(¥ ''! j j ヰ,,. ヰこ：・・・・"='"ー.,.,.,..•. ,,., ., ~.~.,, 一.c,i・・=・・, •. • べ
I> ， ヰ-ー""吋＇年••一戸,,,.,ャ・・・・・・ ! i I I i 
C .•• 一..: …. I I I I I j i 
d ..... ● 拿"●●●●●●●●. - .................................... ●""-・・・・・・-・・・・・・' 
e ..... 一...._. ............ :.... I 
f . I I'I l 圭 i学習：前I  I i ,;,:,
｝ 
； 
J ...........................................'..............''! ； I :::I学習後
0 5 10 15 20 25 30 35 ◄ O 45 (回）
H・よと閲心を表わす
言菜や衷段の内吝
図3 興味と関心を表わす言葉や表現の数
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① 同じテーマ、例えば「赤塚の自然と植生」を学習した二人に共通のこととして、学習後に
はテーマに関係の深い内容（この場合は a自然に関する内容）の言葉は多くなり、テーマと
関係の少ないものについてはそのような関係ははっきりしない。このことは他のテーマ学習
者にもあてはまることから、野外学習によって、自分自身の学習テーマに関する事象への関
心や興味は高まると考えられる。一方、 H男のdのように内容によっては学習前よりむしろ
表現は減少しているものも見られた。これは地理的意識が高まった結果、包括的に、あるい
は抽象的に表現できるようになったため言葉か省略されたものである 13) 0 
② 全員についてみると、テーマについての興味や関しのばらつきが見られるものの、全体的
には学習後の数は増加しており興味や関心の高まりを見ることができる。
③ Cの人口、 fの交通に関する内容についてはいずれも少数であった。それはこの地域が農
村であるため、具体的に見えにくいこれらの事象は生徒の関心を引きにくかったものと考え
られる。 Cについては宅地化と人口増加とを関連づけるなど、適当なヒントを与えると関心
が高まることがわかった。
資料は掲げていないが、学習前・後における全生徒の地理用語（意識の要素D:興味・知識・
概念）や地名（意識の要素E:関心・知識・地域的概念）の使用総数の変化を見ると、前者は 3
倍、後者は10倍に増加していた。これは生徒の興味や関心の高まりと同時に新しい知識の獲得や
概念か形成されたことを表わし、さらに体験を通して得られた知識や概念はそれ以後意識的に用
いられるようになってくることを示している。
また学習前・後における各生徒の問題意識（意識の要素F)の変化については資料 2の観察文
の抜粋を示した。生徒が問題意識をもって事象を捉えることは、高度の地域的把握かできること
を示すものであり、興味や関心の表われでもあると同時に自分との関わりで捉えようとする共感
的理解の表われでもあると考えられる。 N男についてみると、学習前の表面的・具体的な捉え方
から科学的・抽象的な捉え方へ、さらに自分をふくめた地域社会の問題としての捉え方に変化し
ているのがわかる。そしてこのような捉え方は自分で選んだテーマに関する事象ばかりでなく、
他の事象についてもそのような捉え方をするようになっており、 N男以外の生徒についても同様
であることがわかった。
資料2 N Jの限察文に見られる問題意識の変化（学習テーマ「赤塚の耕地利川」）
砒3各地点イにおいて「（芝ばかりで）畑が少ない」という表現が「これから畑になると
忠う、理由は…」という表現に変わった
砒寮地点力において「ネギ、ウド・・・がある」という表視が「人手が足りず、大変だとい
うことがわかった。牛久でも同じだと忠った。」という表現に変
わった。
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学習前・後の生徒自身の意識の変化（自己評価）については資料 3の感想文に示した。それによ
ると、全員が以前とは事象の見方や考えたが変わったこと、事象のもつ意味が見えてくることの
おもしろさなど自己の意識の変化に気付き、主体的にものを考える学習の楽しさを表現している
と思われる。
資料;~ s男.](子の感想文に見られる地理的意滋
S男…学習テーマ「赤塚の耕地利川」
「なにかあるときはたいてい！閉由があって、その何かについてもっと知ることが大り）だ
とおもった。例えば岡野さんの話から、うねのたてかたでも畑0)}公さや向き、作物の種
頂から決まるし、なんでもない木が守り tl様だったりするので人の話を良く lrき、 f!I渭名
することが必汲だと忠った。」
• 1-.; 子・・・＇・［：習テー マ「なぜ赤塚に I¥キュームカー、 i'1M車があるのだろう」
「いろいろ兄方が変わっていったことは白分にとって収穫でした。ハキュームカーにつ
いては兄方がただきたない、くさいというばくぜんとしたものでなくて自分述の生活に
なくてはならないもの、あんな処理屈へ迎んでいるんだという感じかたになりました。」
地理的意識の高まってゆく過程については、資料4の野外学習発表時にN男が作成した資料か
ら推察することができる。体験的に蓄積していった知識を関連させてN男が事象を理解していく
過程、さらに多面的な考察や調査活動をへて見方や考え方を身につけ問題意識をもつようになる
過程が明確に表われている。
資料4 N男の考えの模式図
4. まとめー地理的意識の育成から見た野外学習の意義一
以上、野外学習の体験の結果の分析から、次のことが実証できた。
① 学習の結果事象を多面的に捉え、複雑に関連づけたりより、高度で抽象的な意味内容を捉
えるようになっていること。
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② 身につけた見方や考え方がいろいろな事象をみる場合に生かされていること。
③ 学習内容に関する興味や関心が高まっていること。
④ 体験を通して得られた知識や概念は活用する傾向があること。
⑤ 事象を自分との関わりから捉えるようになっていること。
⑥ 地理的意識が高まっていることを生徒自身が感じ、また主体的な学習を喜んでいること。
野外学習の特質は、一般に直接観察や調査ができ、生徒の体験や意識と結びつきやすいこと、
具体的な事象を対象に興味や関心を持ち、実感をもって多面的に考えられること、彼ら自身の問
題意識による自主的な学習かできることである J,1)。本研究においてもこれまで見てきたように、
生徒の意識の変化の一つ一つが彼らの学習してきた過程における直接観察や体験等野外学習の特
質に密接に関係していることがわかった。また、生徒か今まで何気なく見過していた事象も、そ
れぞれ意味のあるものとして見えてくるおもしろさによって、学習への興味や関心か促されてい
ることがわかった。野外学習をくりかえすことによって身についた地理的な見方や考え方は、地
域やそこにおける事象を見るときには常に生かされるものであり、このことは野外学習が単に地
理的意識育成に役立つばかりでなく、日常の学習において他地域を学習する際にも生きてくると
考えられる。これらのことから野外学習は地理教育に大きな意義をもつものと考えられる。
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